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佐
用
町
消
防
団
員
７
４
１
人

（
内
、
新
入
団
員
61
人
）
と
佐
用

町
消
防
本
部
職
員
32
人
の
合
同
に

よ
る
、
平
成
19
年
佐
用
町
消
防
出

初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

規
律
の
と
れ
た
隊
列
行
進
で
始

ま
り
、
松
田
芳
夫
町
消
防
団
長
が

「
佐
用
町
消
防
団
は
ひ
と
つ
、
魅

力
あ
る
消
防
団
体
制
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。
団
員
の
み
な
さ
ん
も
日

ご
ろ
の
訓
練
、
機
器
点
検
を
行

い
、
住
民
の
生
命
・
財
産
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し

い
」
と
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
の
辞
令
交
付
で
は
、

新
入
団
員
を
代
表
し
て
上
月
機
動

分
団
の
藤
本
啓
司
郎
さ
ん
（
上
上

月
）
が
「
先
輩
の
教
え
を
よ
く
守

り
、
積
極
果
敢
な
消
防
・
防
災
活

動
を
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

力
強
く
新
入
団
員
宣
誓
を
行
い
、

西
尾
弘
南
光
支
団
長
が
消
防
団
信

条
を
朗
読
し
、
消
防
団
員
と
し
て

の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
消
防
庁
長
官
表
彰
、

町
長
感
謝
状
贈
呈
な
ど
の
あ
と
、

佐
用
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が

披
露
さ
れ
、
式
典
に
花
を
添
え
ま

し
た
。
式
典
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
消
防
署
と
機
動
分
団

に
よ
る
一
斉
放
水
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

平
成
19
年
度
被
表
彰
者

　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

消
防
庁
長
官
表
彰 

永
年
勤
続
功
労
章

　

佐
用
支
団
長　

岡
本
安
夫

　

消
防
司
令
長　

加
藤
隆
久

兵
庫
県
知
事
表
彰 

功
労
章

　
副
団
長　

船
引
一
夫　

井
上
祥
一

　
　

福
山
真
龍

　

消
防
司
令
長　

加
藤
隆
久

永
年
勤
続
功
労
章

　
副
団
長　

岡
野　

晃　

竹
田
好
作

　
　

仲
村
正
弘

　

班
長　

森
脇   

茂　

井
土
俊
之

　

団
員　

阿
部
幸
弘

　

消
防
司
令
補　

西
本
忠
明

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

　

副
団
長　

阿
曽
義
則

精
績
章

　
副
団
長　

竹
田
好
作　

岡
野   

晃

　
　

仲
村
正
弘

勤
続
章

　

副
分
団
長　

寺
本
成
功

　
副
団
長　

阿
曽
義
則　

阿
山
清
則

　

団
員　

尾
﨑
攝
男

兵
庫
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

　
分
団
長　

安
東
哲
也　

岸
本
義
行

　
　

寺
本
和
真　

　

副
分
団
長　

谷
邑
雅
永

精
績
章

　

上
村　

稔　

衣
笠
俊
博

平
成
19
年  

佐
用
町
消
防
出
初
式
を
開
催

消
防
団
員
が
決
意
を
新
た
に

　

４
月
１
日
に
南
光
ス
ポ
ー
ツ
公
園
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
平
成
19
年
佐
用
町
消
防

出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
消
防
団
と
町
消
防
本
部
職
員
が
合
同
で
開
催
し
た

も
の
で
、
防
火
・
防
災
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

消防署と機動分団による一斉放水

力強く新入団員宣誓
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服
部
憲
靖　

竹
田
兼
基

　

寺
本
浩
崇　

正
木　

繁

精
勤
章

　

竹
田
雅
紀　

吉
本
敏
之

　

三
山　

哲　

松
阪
鉄
矢

　

春
名
秀
次　

尾
上
康
司

　

光
森
一
吉　

河
原
利
明

　

岡
田
憲
明　

阿
山
泰
三

　

広
瀬
佐
登
志

町
長
表
彰

表
彰
章

　

四
方
田
康
次　

岡
本
進
一

　

前
川
泰
二　

寺
田
文
晴　

　

分
元
彰
宏　

西
崎
友
康

　

押
田
浩
樹　

岡
本　

明

　

稲
田
寿
幸　

井
戸
耕
一
郎

　

原
田
博
文　

森
本
正
継

　

坪
内
正
英　

反
橋
友
行

　

福
井
正
直　

矢
野
正
博

　

矢
野
直
樹　

春
井
伸
介

　

南
上
伸
也　

阿
曽
大
輔

　

小
久
保
知
幸　

淡
路　

涼

　

栗
山
昌
義　

木
南
友
和

　

西
山
秀
美　

橋
本
英
樹

　

岡
下
泰
典　

春
國
義
人

消
防
団
長
表
彰

表
彰
章

　

保
井
悠
佑　

早
水　

健

　

加
藤
敦
士　

関
山
康
弘　

　

岩
本
紘
和　

谷
口
吉
弘

　

岡
本
日
吉　

石
田
康
弘

　

平
井　

悟　

竹
田
正
和

　

井
口
一
馬　

見
村
友
章

　

竹
田
拓
朗　

岡
畑
一
幸

　

阿
山
直
樹　

谷
川
智
之

　

松
田　

航　

山
根
大
志

　

川
本
治
邦　

山
下
悦
昌

　

平
井
秀
和　

安
本
直
行

　

安
本
健
二　

坂
本
龍
太
郎

　

間
森
新
吾　

井
上
博
志

　

岡
野　

力　

浅
田
泰
伸

　

小
川
恵
一　

尾
崎
隆
哉

　

森
元
英
介　

森
元
健
一
郎

　

野
村
俊
光　

竹
内
昭
弥

　

清
水
康
司　

阿
山
裕
樹

　

竹
野
登
久
大　

井
山
佳
宗

　

佐
柳　

大　

福
岡
大
輔

　

村
上
聡
洋　

岡
田
泰
幸

　

山
本
信
人　

南
波
保
男

　

森
崎
完
吾　

広
瀬
泰
久

　

平
田
和
夫　

春
井
康
隆

　

春
名
裕
介　

津
田
浩
基

　

大
前　

稔　

中
山　

一　

　

牧
野
文
和　

福
岡
賢
一
郎

　

上
田
二
郎　

岩
本
拓
哉

　

馬
場
俊
之　

梶
本
大
輔

　

仲
村
勇
樹　

出
水
康
之

　

大
久
保
偉
織　

船
曳
和
人　

　

船
曳
桂
太　

宮
本
泰
治

　

大
谷
哲
生　

清
水
貴
夫

　

山
本
栄
治

町
長
感
謝
状
贈
呈
者

消
防
協
力
者

　

川
島
光
夫

消
防
協
力
者

　

上
三
河
・
中
三
河
地
区
児
童

防
火
功
労
者

　

漆
野
段
地
区
夜
ま
わ
り
グ
ル
ー
プ

消
防
功
労
者

　

長
野
ポ
ン
プ
株
式
会
社

平
成
19
年
度
新
入
団
員

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

長
井
建
樹　

長
谷
川
方
俊

　

山
下
将
輝　

関
山
宣
史

　

熊
橋
勇
人　

西
崎
光
宣

　

黒
澤　

隆　

衣
本
欣
矢

　

中
井
大
輔　

三
枝
弘
幸

　

熊
渕
慎
也　

福
井
智
章

　

井
平
康
夫　

岸
本
崇
史

　

安
本
勝
仁　

青
木
昭
忠

　

大
内
英
世　

岡
野
弦
太

　

坂
田
太
一　

山
本　

潤

　

平
田　

満　

藤
本
啓
司
郎

　

大
西
輝
昭　

谷
口
智
哉

　

小
林
正
典　

片
山
昌
徳

　

藤
本　

徹　

西
田
紀
生

　

衣
笠
良
平　

見
村
裕
介

　

藤
田　

暁　

小
林
克
成

　

野
村
恭
平　

槇
本
浩
人

　

古
渕
裕
也　

清
水
英
祐

　

井
上
雅
哉　

森
田
尚
臣

　

木
曽　

稔　

山
本
史
明

　

服
部
卓
也　

山
内
一
仁

　

鎌
内　

忠　

鎌
内
俊
太

　

柏
原
敏
彦　

平
田
典
生

　

福
島
正
人　

松
阪
竜
祥

　

藤
本
幸
三　

福
岡
直
樹

　

森
本
雅
士　

塚
田
祐
司

　

塚
田
容
司　

清
水　

翔

　

藤
井
哲
也　

船
曳
洋
平

　

殿
垣
内
脩
吾　

土
井　

聡

　

大
石
康
史　

植
本
智
紀

　

松
嶋
秀
和　

木
南
貴
裕

団旗に注目

昨年に続いて佐用中学校吹奏楽部による演奏 感謝状の贈呈
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４
月
７
日
、
笹
ケ
丘
公
園
及
び
笹
ケ
丘
ド
ー
ム

で
、
第
２
回
佐
用
町
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
笹
ケ
丘
ド
ー
ム
内
で
は
、「
上
月
太
鼓
」
な
ど

に
よ
る
郷
土
芸
能
や
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
も
ち
投
げ
な
ど
が
行
わ
れ
、
笹

ケ
丘
公
園
で
は
、
満
開
の
桜
の
も
と
、
特
産
物
な

ど
の
バ
ザ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た

ち
は
楽
し
い
春
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

上月太鼓による力強い和太鼓の演奏

佐用高校生もバザーに参加佐 高校生もバザ 参加

バザーも大にぎわい

佐用高校吹奏楽部によるすばらしい演奏佐 高校吹奏楽部によるすばらし 演奏

ヒーローがあぶない！（キャラクターショー）

「星嵐」のよさこい踊り

もち投げにもたくさんの人がち投げ く がもち投げにもたくさんの人が

野点野点（のだて）（ だ ）で春の情緒を春 情緒を
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４
月
15
日
に
智
頭
急
行
平
福
駅
周
辺
で
、
平

福
地
域
づ
く
り
協
議
会
主
催
の
第
18
回
宿
場
町

ひ
ら
ふ
く
ま
つ
り
（
昨
年
ま
で
の
、「
ひ
ら
ふ

く
桜
ま
つ
り
」
を
改
称
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
勢
41
人
か
ら
な
る
大
名
行
列
は
、
か
つ
て

の
旧
因
幡
街
道
宿
場
町
平
福
と
し
て
に
ぎ
わ
っ

た
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
で

し
た
。

　

式
典
で
は
、
永
年
、
衣
装
・
か
つ
ら
の
手
配

や
着
付
け
な
ど
で
こ
の
祭
り
を
支
え
て
い
る
岩

逧
保
さ
ん
（
上
町
）
に
、
町
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
福
獅
子
舞
や
、

歌
謡
シ
ョ
ー
、佐
用
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
で
、
訪
れ
た
人
た
ち
は

平
福
の
春
を
満
喫
し
ま
し
た
。

見どころは大名行列のお姫様

佐用中学校吹奏楽部のみなさんの演奏

平福獅子舞は６つの出し物を披露

お殿様は堂々と

今年の小姓は双子の男の子です

初めてのお化粧は大変です

特産物販売も大繁盛 家老も元気に

岩逧保さんへ感謝状の贈呈 何が当たったのかな
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兵
庫
県
で
公
立
中
学
校
の
２

年
生
を
対
象
と
し
た
「
ト
ラ
イ

や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
が
実
施
さ

れ
て
、
は
や
10
年
目
を
迎
え
ま

す
。
今
年
も
町
内
の
中
学
２
年

生
が
、
学
校
生
活
を
離
れ
、
地

域
の
皆
様
や
保
護
者
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
普
段
学
校
で
は
で

き
な
い
こ
と
や
、
や
っ
て
み
た

い
こ
と
を
１
週
間
か
け
て
体
験

し
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
こ
の
体
験
活

動
を
通
し
て
、
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
、
地

域
で
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
新
し
い

発
見
や
喜
び
を
体
験
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ
の
体
験
を
通
し

て
、
自
ら
の
生
き
方
を
見
い
だ

し
、
進
路
を
主
体
的
に
選
択
す

る
き
っ
か
け
に
も
な
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

一
週
間
生
徒
を
受
け
入
れ
る

事
業
所
の
み
な
さ
ん
に
は
、
通

常
の
業
務
以
外
で
お
手
間
を
と

ら
せ
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
み
な
さ
ま
に

は
、
生
徒
た
ち
を
温
か
い
目
で

見
守
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
活
動
期
間

　

６
月
４
日
（
月
）
〜

　
　
　

８
日
（
金
）

■
活
動
場
所

　

町
内
の
事
業
所
や
官
公
所
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
82
・
２
４
２
４

　

各
中
学
校

　

４
月
１
日
か
ら
、
児
童
手
当
制

度
が
次
の
よ
う
に
拡
充
さ
れ
ま
し

た
。

■
拡
充
の
内
容

　

小
さ
な
子
ど
も
を
お
持
ち
の
世

帯
が
、
さ
ら
に
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
に
、
３
歳
未
満
の

乳
幼
児
の
養
育
者
に
対
す
る
児
童

手
当
の
額
が
、
第
１
子
及
び
第
２

子
に
つ
い
て
増
額
さ
れ
、
出
生
順

位
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
月
額
１
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
３
歳
以
上
の
児
童
の
児

童
手
当
の
額
、
支
給
対
象
年
齢
及

び
所
得
制
限
限
度
額
に
つ
い
て

は
、
現
行
ど
お
り
で
す
。

■
施
行
日

　

平
成
19
年
４
月
１
日

　
（
拡
充
後
の
最
初
の
支
給
月
は

　
　

平
成
19
年
６
月
）

　

今
回
の
改
正
に
よ
る
、
受
給
者

の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
３

歳
未
満
の
児
童
手
当
等
の
額
は
一

律
月
額
１
万
円
と
な
り
ま
す
が
、

３
歳
到
達
後
の
翌
月
か
ら
は
、
第

１
子
及
び
第
２
子
の
手
当
額
は

５
千
円
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
・
出
張
所
（
公
務
員
の

か
た
は
勤
務
先
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

福
祉
課

　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
１

４
月
か
ら
児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

　
　

新
た
な
自
分
を
発
見
す
る
一
週
間

６
月
４
日
（
月
）
〜
８
日
（
金
）
は

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

児童手当の支給額
区　　　　　　分 現　行 改　正

０歳以上３歳未満の児童の養育者に
対する児童手当

第１子、第２子 月額５千円 月額１万円（倍増）

第３子以降 月額１万円 月額１万円
　　（現行どおり）

３歳以上
（現行どおり）

第１子、第２子 月額５千円
第３子以降 月額１万円

昨年のトライやるのようす

３
歳
未
満
の
第
１
子
・
２
子
の
児
童
手
当
の
額
が
、
月
額
１
万
円
に

 ―   児童手当   ―
　子育てにかかる費用の一部を児童手当と
して支給し、子どもと暮らし、子どもを養い、
守り育てるかたの生活を安定させ、生活の
質が高まるよう支援することを目的として
います。
■支給期間　生まれた日の翌月から１２歳
　　　　　　到達後最初の３月まで
■支給対象　最初の子どもから
■所得制限　所得の制限があります
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県
議
会
議
員
選
挙　

石
堂
則
本
氏
が
３
選

　

合
併
後
初
の
兵
庫
県
議
会
議
員

選
挙
は
、３
月
30
日
に
告
示
さ
れ
、

定
数
１
に
対
し
て
２
人
の
立
候
補

が
あ
り
、
８
年
ぶ
り
の
選
挙
戦
と

な
り
ま
し
た
。

　

投
票
は
、
８
日
の
午
前
７
時
か

ら
午
後
８
時
ま
で
町
内
37
の
投
票

所
で
行
わ
れ
、
投
票
率
は
68
．
63

㌫
で
し
た
。

　

開
票
は
、
同
日
午
後
９
時
20
分

か
ら
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
石
堂
則
本
氏
の
３
選

が
決
定
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
平

成
19
年
６
月
11
日
か
ら
平
成
23
年

６
月
10
日
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙

の
開
票
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

開
票
結
果
（
敬
称
略
）

　

石
堂
則
本　

７
、９
４
９
票

　

廣
利
一
志　

３
、７
４
２
票

兵庫県議会議員選挙（佐用郡選挙区）

　投票率　　６８．６３％
　　（県計  　４５．６７％）
　投票総数　１１，９０２
　有効　　　１１，６９１
　無効　　　　　  ２１１

農
地
取
得
の
下
限
面
積
が
40
㌃
か
ら
30
㌃
に

　
　
　

大
切
な
農
地
を
守
り
つ
づ
け
よ
う

　

農
地
を
農
地
と
し
て
取
得
す
る

た
め
に
は
、
資
格
要
件
と
し
て
購

入
す
る
農
地
の
面
積
を
含
め
て
40

㌃
以
上
が
必
要
で
し
た
が
、
４
月

１
日
か
ら
30
㌃
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
。

　

農
地
を
農
地
と
し
て
購
入
す
る

場
合
は
、
農
地
法
第
３
条
に
よ
る

手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
次
の
項
目
な
ど
に
制
約
が
あ

り
ま
す
。

①
経
営
面
積
が
30
㌃
以
上
に
な
る

　

か
。

②
所
有
農
地
を
適
正
に
管
理
し
て

　

い
る
か
。

③
管
理
す
る
た
め
の
労
働
力
が
あ

　

る
か
。

④
営
農
用
機
械
な
ど
が
あ
る
か
。

⑤
通
作
距
離
は
ど
う
か
。

　

詳
し
く
は
、
町
農
業
委
員
会
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

町
農
業
委
員
会

　
　
　
（
農
林
振
興
課
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
７

　

佐
用
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
、
４
月
17
日
か
ら
不
燃
粗
大

ご
み
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
に
つ
い
て
は
、
広
報
さ

よ
う
４
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
（
佐

用
地
域
は
終
了
し
ま
し
た
）。

　
『
町
指
定
の
ご
み
袋
』
で
「
燃

え
る
ご
み
」
は
、
必
ず
指
定
袋

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
市
販
の

ビ
ニ
ー
ル
袋
や
段
ボ
ー
ル
箱
に

指
定
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
出
す
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。

「
燃
え
な
い
ご
み
」
や
「
新
聞
・

雑
誌
」
を
出
す
と
き
は
、
指
定

シ
ー
ル
を
使
用
で
き
ま
す
が
、

規
定
（
各
辺
60
㎝
以
下
、
10
㎏

以
下
）
に
収
ま
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

規
定
を
超
え
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

分
別
方
法
や
出
し
方
に
つ
い

て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。　

　

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　

■
お
問
い
合
わ
せ

佐
用
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
82
・
０
２
９
３

 

不
燃
粗
大
ご
み
の
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す

　
　
　

５
月
は
上
月
・
南
光
・
三
日
月
地
域
で
収
集

わ
た
し
た
ち
の
代
表
が
決
ま
り
ま
し
た

  

ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
出
そ
う
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味
わ
い
の
里
三
日
月
で

は
、
お
客
様
に
少
し
で
も
な

ご
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
約

８
、０
０
０
本
の
ル
ピ
ナ
ス
花
園

づ
く
り
を
し
て
お
り
、
昨
年
に

つ
づ
き
「
第
２
回
ル
ピ
ナ
ス
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ

味
わ
い
の
里
三
日
月
ル
ピ
ナ

ス
園
（
花
以
外
に
人
や
物
を
含

め
て
も
可
）

■
写
真
サ
イ
ズ

四
ツ
切
り（
ワ
イ
ド
四
ツ
切
り
可
）

■
応
募
点
数

未
発
表
の
も
の
で
ひ
と
り
２
点
ま
で

■
賞最

優
秀
賞　

１
点

　
（
賞
状
・
賞
金
２
万
円
）

優
秀
賞

２
点

（
賞
状
・
賞
金
１
万
円
）

入
選　
　
　

３
点

　
（
賞
状
・
副
賞
３
千
円
相
当
）

■
募
集
期
間

６
月
30
日
（
土
）
ま
で

■
審
査

主
催
者
で
厳
正
な
る
審
査

■
発
表

　

審
査
修
了
後
に
本
人
に
通
知

し
、
味
わ
い
の
里
三
日
月
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
ま
す
。

■
表
彰

　

７
月
上
旬
予
定

■
そ
の
他

入
選
作
品
・
応
募
作
品
は
味

わ
い
の
里
三
日
月
に
展
示
。

　

入
選
作
品
の
版
権
は
主
催
者

に
帰
属
し
ま
す
。

入
賞
者
に
は
ネ
ガ
・
ポ
ジ
フ
ィ

ル
ム
・
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
提

出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
参
考

　

ル
ピ
ナ
ス
の
花
は
、
５
月
中

旬
か
ら
６
月
上
旬
が
開
花
の
最

盛
期
で
す
が
、
天
候
に
よ
り
多

少
の
ず
れ
が
生
じ
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

味
わ
い
の
里
三
日
月

　
　
　
　

☎
79
・
２
５
２
１

桃
は
木
の
上
で
完
熟
し
て
こ
そ

本
来
の
味
を
発
揮
す
る
く
だ
も
の

で
す
。
し
か
し
、完
熟
し
た
桃
は
、

大
変
傷
み
や
す
く
消
費
者
に
本
物

の
味
を
お
届
け
し
に
く
い
の
が
現

実
で
す
。

そ
こ
で
、
み
な
さ
ま
に
完
熟
の

桃
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ

き
、
直
接
桃
園
の
中
で
完
熟
桃
を

収
穫
し
、
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
こ

う
と
企
画
し
た
の
が
「
完
熟
も
も

の
オ
ー
ナ
ー
」
で
す
。

■
募
集
期
間

６
月
８
日
（
金
）
ま
で

■
募
集
本
数

１
２
０
本
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
各
コ
ー

ス
40
本
ず
つ
）

■
契
約
価
格

Ａ
コ
ー
ス
（
80
果
）

１
６
、０
０
０
円

Ｂ
コ
ー
ス
（
60
果
）

１
２
、０
０
０
円

Ｃ
コ
ー
ス
（
40
果
）

　
　
　
　
　
　

８
、０
０
０
円

■
応
募
の
条
件

完
熟
桃
の
た
め
大
変
傷
み
や
す

い
の
で
、
指
定
の
期
日
に
現
地
で

収
穫
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
（
宅

配
便
な
ど
に
よ
る
販
売
は
い
た
し

ま
せ
ん
）。

■
抽
選

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

に
よ
り
６
月
末
ま
で
に
結
果
を
連

絡
し
ま
す
。

■
収
穫
の
時
期

紅
清
水

７
月
下
旬

ま
さ
ひ
め

８
月
上
旬

（
収
穫
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
ら

収
穫
可
能
日
を
直
接
お
知
ら
せ
し

ま
す
）

■
応
募
方
法

　

は
が
き
、
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス
を
ご
記
入

の
う
え
、
次
の
あ
て
先
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み

〒
６
７
９-

５
３
８
０

　

佐
用
町
佐
用
２
６
１
１-

１

佐
用
町
役
場
農
林
振
興
課

「
完
熟
も
も
オ
ー
ナ
ー
募
集
」
係

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
振
興
課

☎
82
・
０
６
６
７

FAX
82
・
０
０
１
７

一
本
ま
る
ご
と　

完
熟
も
も
の
オ
ー
ナ
ー
募
集

ああ
ま

い
も
も
を
自
分分
の
手
でで
収

で
味味
わ
味
わ
味
わわわわ
っ
わ
っ
ててて

んん
かか

収
穫穫
し
、
し
、
そ
のの
場
で
味
わ
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
かか
ん
か

ル
ピ
ナ
ス
の
写
真
を
募
集

回
ル
ピ
ナ
ス
写
真

回
ル
ピ
ナ
ス
写
真
コ
ン
テ
ス

回
ル
ピ
ナ

真
コ
ン
テ
ス
ト

コ
ン
テ
ス
ト
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「
パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う
」
の
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

☆
パ
ソ
コ
ン
入
門
コ
ー
ス

　　

初
め
て
の
か
た
を
対
象
に
電
源

の
入
れ
方
か
ら
講
習
し
ま
す
。

■
開
催
日　

６
月
６
日
（
水
）

　
　

８
日
（
金
）
13
日
（
水
）

■
時
間　

午
後
７
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

９
時
30
分

■
場
所　

上
月
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
室

■
受
講
料　

１
、５
０
０
円

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
申
込
期
限　

５
月
25
日
（
金
）

☆
パ
ソ
コ
ン
初
級
コ
ー
ス

　

マ
ウ
ス
操
作
や
文
字
入
力
の
で

き
る
初
級
者
の
か
た
を
対
象
に
簡

単
な
文
書
入
力
な
ど
を
講
習
し
ま

す
。

■
開
催
日　

６
月
15
日
（
金
）

　
　

20
日
（
水
）
22
日
（
金
）

■
時
間　

午
後
７
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

９
時
30
分

■
場
所　

上
月
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
室

■
受
講
料　

１
、５
０
０
円

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
申
込
期
限　

６
月
１
日
（
金
）

※
申
込
み
多
数
の
場
合
い
ず
れ
も

　

抽
選
と
し
ま
す
。

☆
夜
の
無
料
パ
ソ
コ
ン

　   

相
談
室
を
開
催
し
ま
す

　
「
パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う
」
の
ス

タ
ッ
フ
で
、
毎
月
第
３
日
曜
日
に

開
催
し
て
好
評
を
得
て
い
る
、
無

料
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
が
、
隔
月
の

第
１
金
曜
日
の
夜
間
に
も
開
催
さ

れ
ま
す
。（
５
月
の
み
第
２
金
曜

日
）

　

パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
の
疑
問
や

お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

５
月
11
日
（
金
）

■
時
間　

午
後
７
時
30
分
〜

　
　
　
　

午
後
９
時
30
分

■
場
所　

上
月
文
化
会
館
パ
ソ
コ
ン
室

※
都
合
に
よ
り
、
予
定
日
に
開
催

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

開
催
す
る
際
に
は
前
日
に
防
災

無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

上
月
支
所
地
域
振
興
課

　
　

☎　

86
・
１
２
１
０

　
　

FAX　

86
・
０
７
９
３

パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う

「
パ
ソ
コ
ン
入
門
コ
ー
ス
・
初
級
コ
ー
ス
」
受
講
生
募
集

　
　
　

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う

  

佐
用
町
臨
時
職
員
を
募
集

■
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
員

　

保
健
師
又
は
正
看
護
師　

１
名

　

歯
科
衛
生
士　
　
　
　
　

１
名

■
受
験
資
格

　

平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
の
年

　

齢
が
お
お
む
ね
50
歳
以
下
の
者 

■
任
用
期
間

　

６
月
１
日
〜
９
月
30
日

                            (

更
新
あ
り)

■
賃
金

　

日
額
７
、０
０
０
円

　
　
（
正
看
護
師
６
、８
０
０
円
）

■
採
用
試
験

　

５
月
25
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜

　

作
文
・
面
接
試
験

■
応
募
方
法
及
び
受
付
期
間

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
５
月

　

24
日
（
木
）
ま
で
に
役
場
総
務

　

課
へ
提
出

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　
　

☎
82
・
２
５
４
９

　
　
　

保
健
師
と
歯
科
衛
生
士
を
募
集
中

　

６
月
１
日
は
、
商
業
統
計
調

査
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

全
国
の
卸
売
業
、
小
売
業
を

営
む
す
べ
て
の
事
業
所
が
調
査

の
対
象
と
な
り
、
こ
の
調
査
は
、

統
計
法
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ

る
国
の
重
要
な
調
査
で
す
。

　

提
出
さ
れ
た
調
査
票
を
、
統

計
上
の
目
的
以
外
に
使
用
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　

☎
82
・
０
６
６
４

　

商
業
統
計
調
査
に
関
す
る　

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.m
eti.go.jp/　

　
　
　

statistics/index.htm
l

　

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

６
月
１
日
は
「
商
業
統
計
調
査
の
日
」
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た
ば
こ
依
存
性

少
し
本
数
を
減
ら
そ
う
か
、

い
っ
そ
う
の
こ
と
や
め
て
し
ま
お

う
か
。
そ
う
思
っ
て
い
て
も
、
つ

い
つ
い
手
に
し
て
し
ま
う
の
が
た

ば
こ
で
す
。
こ
れ
は
、
た
ば
こ
に

含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
と
い
う
薬
物

が
、
麻
薬
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど

と
同
じ
「
依
存
性
薬
物
」
だ
か

ら
で
す
。
厚
生
労
働
省
の
調
査

で
は
、
喫
煙
者
の
約
５
割
近
い
、

１
、８
０
０
万
人
も
の
人
が
「
た

ば
こ
依
存
症
」
で
あ
る
と
発
表
。

し
か
も
早
い
時
期
に
た
ば
こ
を
吸

い
始
め
た
人
ほ
ど
依
存
症
に
な
り

や
す
い
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

昨
年
佐
用
町
が
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、禁
煙
し
た
い
、

本
数
を
減
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
は
、
喫
煙
者
の
68
．
４
㌫
あ

り
ま
し
た
。｢

わ
か
っ
て
は
い
る

け
れ
ど
や
め
ら
れ
な
い｣

の
は
、

ニ
コ
チ
ン
中
毒
や
精
神
依
存
が
深

く
か
か
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

(

図
１)

ま
た
、
喫
煙
者
の
74
．
９
㌫
が

室
内
で
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
ま

す
。
た
ば
こ
の
煙
の
成
分
に
は
、

発
が
ん
物
質
を
50
倍
近
く
も
含
む

も
の
も
あ
り
、
家
族
や
周
囲
の
人

の
健
康
も
脅
か
し
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

主
流
煙
と
副
流
煙

た
ば
こ
の
煙
は
、
喫
煙
時
に
た

ば
こ
自
体
や
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
過

し
て
口
腔
内
に
達
す
る「
主
流
煙
」

と
、
た
ば
こ
の
点
火
部
か
ら
立
ち

昇
る
「
副
流
煙
」
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
主
流
煙
は
酸
性
で
す
が
、
副

流
煙
は
ア
ル
カ
リ
性
で
、
目
や
鼻

の
粘
膜
を
刺
激
し
ま
す
。
ま
た
、

副
流
煙
は
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て

い
な
い
た
め
、
含
ま
れ
る
有
害
物

質
は
主
流
煙
よ
り
も
は
る
か
に
多

く
な
り
、
周
囲
の
人
へ
の
健
康
も

脅
か
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。(

表
１)

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
公
共

施
設
で
の
分
煙
、
禁
煙
に
対
す
る

意
見
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

吸
っ
て
い
な
い
人
の
76
．
７
㌫
が

積
極
的
に
進
め
て
欲
し
い
と
答
え

て
い
る
の
に
対
し
て
、
現
在
吸
っ

て
い
る
人
で
は
30
．
０
㌫
に
留

ま
っ
て
お
り
両
者
の
溝
は
大
き
く

開
い
て
い
ま
す
。

思
い
立
っ
た
ら
即
、
禁
煙

た
ば
こ
が
原
因
と
さ
れ
る
死
亡

数
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
た
ば

こ
関
連
疾
患
の
多
く
は
、
喫
煙
を

開
始
し
て
か
ら
20
〜
30
年
か
か
っ

て
発
症
し
、
死
に
至
る
の
で
、
現

在
の
死
亡
の
状
況
は
過
去
の
喫
煙

の
影
響
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
ん
な
に
長
く
た
ば

こ
を
吸
っ
て
い
て
も
、
禁
煙
す
れ

ば
肺
が
ん
の
危
険
性
は
ぐ
っ
と
減

る
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
禁
煙
を
。

そ
し
て
、
吸
う
人
も
吸
わ
な
い

人
も
、
た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
多

く
の
知
識
を
持
ち
、
考
え
て
行
動

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
人
は
禁

煙
を
強
く
決
意
し
た
ら
、
家
族
や

職
場
な
ど
周
囲
の
人
に
〝
禁
煙
宣

言
〞
を
し
ま
し
よ
う
。
禁
煙
は
、

失
敗
に
め
げ
ず
に
何
度
で
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
心
意
気
で
は
じ
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
87
・
８
０
２
０

５
月
31
日
は
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
で
す

Ｗ
Ｈ
Ｏ(

世
界
保
健
機
構)

で
は
、「
た
ば
こ
の
煙
の
な
い
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
喫
煙

者
に
、
24
時
間
喫
煙
を
控
え
、
喫
煙
と
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

表１　紙巻たばこ１本あたり発生量
●有害物質　　　 主流煙（単位：㎎）副流煙（単位：㎎）
　　ニコチン 0.46 1.27　
　　タール 10.2 34.5　
　　一酸化炭素 31.4 148　
　　アンモニア 0.16 7.4　
●発がん物質　　 主流煙（単位：ngg）副流煙（単位：ngg）
　　ベンゾピレン 20 ～ 40 68 ～ 136　
　　ジメチルニトロソアミン 5.7 ～ 43 680 ～ 136　
　　N- ニトロソノルニコチン 100 ～ 550 500 ～ 2750　
　　２- ナフチルアミン 1.7 67　
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町
で
は
、
兵
庫
県
が
毎
年
製

作
し
て
い
る
人
権
啓
発
・
教
育

用
ビ
デ
オ
を
貸
し
出
し
し
て
い

ま
す
の
で
、〝
地
域
づ
く
り
協
議

会
〞
や
〝
集
落
〞
で
の
行
事
や

研
修
会
な
ど
で
「
人
権
啓
発
用

教
材
」
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
機
材
（
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
・
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
）
も

貸
出
し
し
て
い
ま
す
。

■
最
新
作 

人
権
啓
発
ビ
デ
オ

　
　
（
製
作
年
度
…
18
年
度
）

　
【
題
名
】　
「
夕
映
え
の
み
ち
」

　
　
　
　
（
上
映
時
間
38
分
）

　
　
　
　
　
　

所
有
数　

２
本

　
【
製
作
意
図
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
で
、

豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

社
会
を
目
指
す
た
め
に
は
、
私

た
ち
は
「
ど
う
生
き
る
か
」「
人
・

社
会
と
ど
う
関
わ
る
か
」
を
考

え
、「
相
手
を
思
い
や
る
」
こ
と

の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　
【
作
品
内
容
の
一
部
紹
介
】

　

ち
ょ
っ
と
し
た
ね
た
み
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
友

人
の
人
権
を
侵
し
た
高
校
一
年

生
の
娘
に
動
揺
す
る
母
と
父
。

自
分
に
も
責
任
が
あ
る
と
感
じ

た
母
は
、
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
相

談
し
た
結
果
、
学
校
・
地
域
ぐ

る
み
で
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社

会
と
人
権
」
に
つ
い
て
特
別
学

習
会
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な

る
。

■
過
去
の
人
権
啓
発
ビ
デ
オ

　

こ
の
ほ
か
に
、
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
（
図
書
館
内
）
に
多
数

の
視
聴
覚
教
材
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
82
・
３
３
３
６

人
権
啓
発
ビ
デ
オ
活
用
の
す
す
め

②

製作
年度 題　　名 テーマ・内容 上映

時間
所有
数

17 私の好きなまち 同和問題（差別のない共生社会づくり） 35 分 ３本

16 壁のないまち 障がい者の人権
（ユニバーサル社会の実現）35 分 １本

15 もう一度あの浜辺へ 高齢者の人権（高齢者虐待） 38 分 １本

14 新しい風 女性・子どもの人権
（ＤＶ、児童虐待） 30 分 １本

　

　

こ
れ
ま
で
行
政
相
談
員
と
し
て

お
世
話
に
な
っ
た
、
船
引
正
喜
さ

ん
に
代
わ
り
、
４
月
か
ら
春
井
宏

一
さ
ん
が
行
政
相
談
員
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
日
に
は
、
住
民
の
み

な
さ
ん
の
行
政
に
対
す
る
ご
意

見
、
ご
要
望
に
行
政
相
談
員
が
お

答
え
し
ま
す
。

　

開
催
日
時
は
次
の
と
お
り
で

す
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

毎
月
第
３
水
曜
日

　

５
月
16
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

役
場
２
階
相
談
室
、

　

上
月
支
所
、
南
光
文
化
セ
ン
タ
ー
、

　

三
日
月
文
化
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

総
務
課　

☎
82
・
２
５
４
９

行
政
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
お
気
軽
に

町
行
政
相
談
員
に
春
井
宏
一
さ
ん
（
平
松
）
が
就
任

　

平
成
19
年
度
か
ら
新
体
制
と

な
っ
た
町
体
育
指
導
委
員
会
が
４

月
24
日
に
開
催
さ
れ
、
そ
の
席
で

34
人
の
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。（
次
表
の
と
お
り
・

敬
称
略
）

　

体
育
指
導
委
員
は
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
法
に
基
づ
き
委
嘱
さ
れ
、
佐

用
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
、

住
民
に
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
や

助
言
を
行
う
ほ
か
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
構
成
員
と
し
て
中

心
的
な
役
割
を
担
う
な
ど
、
そ
の

活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

■
任
期

　

平
成
19
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
21
年
３
月
31
日

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

上
月
体
育
館

　
　
　
　
　
　

☎
86
・
０
４
４
１

氏　　名 選出地域
横山　泰治 佐　用
加藤　隆久 佐　用
中西　辰夫 佐　用
中山　一久 佐　用
岡野　晃　 佐　用
寺谷　節夫 佐　用
上野　和昭 佐　用
金谷　隆弘 佐　用
原田　聖秀 佐　用
竹田　政弘 佐　用
寺田　真　 佐　用
江見　義弘 佐　用
浅田　典秀 佐　用
大西　喜久一 上　月
谷口　茂信 上　月
横山　光義 上　月
和田　邦彦 上　月
反橋　宗利 上　月
反橋　友行 上　月
坂根　正幸 上　月
小谷　裕尚 南　光
山田　徹　 南　光
敏蔭　高弘 南　光
尾崎　貴之 南　光
舟引　正明 南　光
内山　賢真 南　光
小西　玲　 南　光
春井　勝彦 三日月
井上　祥一 三日月
桑田　隆男 三日月
寺本　浩崇 三日月
金谷　一典 三日月
藤井　将治 三日月
片山　博司 三日月

34
人
に
体
育
指
導
委
員
委
嘱
状
を
交
付

新しく就任された春井宏一さん

佐
用
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
実
技
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
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平
福
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
セ

ン
タ
ー
長
に
、
４
月
か
ら
俊
藤
春

夫
さ
ん
（
平
福
中
町
）
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

退
任
さ
れ
た
城
内
衛
さ
ん
（
平

福
中
町
）
は
、
平
成
17
年
４
月
に

旧
平
福
分
館
の
分
館
長
に
就
任
さ

れ
、「
ふ
れ
あ
い
と
対
話
で
明
る

 

平
福
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
が
交
代

地
域
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー

　

３
月
14
日
に
江
川
地
区
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、
江
川
地
域
地
域
づ
く

り
協
議
会
が
「
地
域
交
通
を
考
え

る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
、
大
阪
大
学
の
協
力

の
も
と
、
江
川
地
域
の
交
通
問
題

に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
て
い

る
も
の
で
、
今
回
は
、
江
川
地
域

づ
く
り
協
議
会
の
役
員
を
中
心
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
講
義
な
ど
一

方
的
な
知
識
伝
達
で
は
な
く
、
参

加
者
が
自
ら
参
加
し
、
グ
ル
ー
プ

で
意
見
を
出
し
合
い
相
互
作
用
の

中
で
何
か
を
創
り
出
し
た
り
す
る

手
法
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
地
域
の
現
状
、
未
来
像
、

解
決
方
法
な
ど
を
話
し
合
い
、
模

造
紙
に
書
き
出
す
。
次
に
そ
の
内

容
を
発
表
し
、
全
体
で
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

地
域
交
通
を
考
え
る

　     

江
川
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

意見を出し合う参加者のみなさん

　
　

城
内
衛
さ
ん
か
ら
俊
藤
春
夫
さ
ん
へ

　

平
成
19
年
度
お
り
ひ
め
文
化

ホ
ー
ル
自
主
事
業
の
第
一
弾
と
し

て
、「
長
唄
三
味
線
ラ
イ
ヴ
伝
の

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

伝
の
会
は
、「
古
き
良
き
長
唄 

の
魅
力
を
今
に
伝
え
、
長
唄
を
知

ら
な
い
人
々
に
も
そ
の
楽
し
さ
を

伝
え
た
い
」 

と
い
う
思
い
か
ら
、

杵き
ね
や
く
に
と
し

屋
邦
寿
と
松ま

つ
な
が
て
つ
く
ろ
う

永
鉄
九
郎
の
二
人

が
結
成
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
。

　

伝
統
的
な
三
味
線
の
手
法
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
聴
か
せ
る
、
笑

わ
せ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
伝

統
芸
能
の
硬
い
、
難
し
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
破
っ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
も
の
で
す
。

　

伝
統
芸
能
に
触
れ
る
の
が
初
め

て
の
か
た
に
も
、も
ち
ろ
ん
〝
通
〞

の
か
た
に
も
心
か
ら
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
三
味
線
ラ
イ
ヴ
で
す
。

■
出
演
者　

伝
の
会（
杵
屋
邦
寿
、

　

松
永
鉄
九
郎
）

■
と
き　

６
月
10
日
（
日
）

　

開
場
午
後
１
時
30
分

　

開
演
午
後
２
時

■
と
こ
ろ

　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー　

　

リ
ハ
ー
サ
ル
室

■
入
場
料

　

一
般　
　
　
　

２
、０
０
０
円

　

高
校
生
以
下　

１
、０
０
０
円

　
　
　
（
当
日
各
２
０
０
円
増
）

■
定
員　

１
０
０
人

■
お
問
い
合
わ
せ

　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

☎
82
・
３
３
３
６

６
月
10
日
は
「
長
唄
三
味
線
ラ
イ
ヴ
伝
の
会
」

　
　
　

平
成
19
年
度
お
り
ひ
め
文
化
ホ
ー
ル
自
主
事
業
の
第
一
弾

■
と
き　

５
月
20
日
（
日
）

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

　
　

相
生
市
「
羅
漢
の
里
」

■
催
し

　
　

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
な

　

ど
の
森
と
ふ
れ
あ
う
各
種
イ
ベ

　

ン
ト
、
宝
塚
音
楽
学
校
生
な
ど

　

に
よ
る
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
県

　

下
特
産
品
の
販
売
な
ど
。

■
駐
車
場　
　

　

西
播
磨
総
合
庁
舎
西
広
場

　

駐
車
場
か
ら
会
場
ま
で
は
、
無

　

料
送
迎
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ

　

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ひ
ょ
う
ご
森
の
祭
典
２
０
０
７

　

実
行
委
員
会
（
兵
庫
県
農
林
水

　

産
部
農
林
水
産
局
豊
か
な
森
づ

　

く
り
室
）

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
４
１
９
２

５
月
20
日
は
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
祭
典
２
０
０
７
」

　
　
　

相
生
市
「
羅
漢
の
里
」
で
森
に
つ
い
て
考
え
よ
う
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い
町
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
地

域
づ
く
り
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
町
合
併
後
は
、
平
福
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
長
と
な
ら
れ
、
新

た
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

新
し
く
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
さ

れ
た
、
俊
藤
さ
ん
の
ご
あ
い
さ
つ

を
紹
介
し
ま
す
。

『
66
歳
の
新
人
で
す
。
不
安
と

期
待
で
胸
が
一
杯
で
す
。「
何
か

ら
手
を
？
」
と
立
ち
竦
ん
で
い
る

私
に
、先
輩
の
み
な
さ
ん
か
ら「
指

示
は
し
な
い
が
、
ど
ん
ど
ん
質
問

を
！
」
と
言
っ
て
も
ら
え
、
勇
気

百
倍
〝
平
福
地
域
づ
く
り
〞
に
邁

進
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
し
ま
す
」

俊藤春夫平福地域づくりセンター長

４
月
13
日
に
お
り
ひ
め
文
化

ホ
ー
ル
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
公
開

録
音
「
上
方
演
芸
会
」
の
収
録
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

４
５
０
席
の
座
席
数
に
対
し
て

６
４
０
通
の
ご
応
募
が
あ
り
、
厳

正
な
抽
選
の
結
果
当
選
さ
れ
た
か

た
で
、
会
場
は
満
席
と
な
り
ま
し

た
。２

本
の
番
組
を
続
け
て
収
録
さ

れ
、
１
本
目
は
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、

Ｗ
ヤ
ン
グ
の
出
演
。
２
本
目
は
海

原
さ
お
り
・
し
お
り
、
横
山
た
か

し
・
ひ
ろ
し
の
出
演
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
軽
快
な
漫
才
に
、

会
場
は
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
爆
笑

の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

な
お
、
収
録
さ
れ
た
番
組
は
、

１
本
目
が
４
月
27
日
と
５
月
６
日

（
再
放
送
）
に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
２
本
目
が
５
月
４
日
に
放

送
さ
れ
、
５
月
13
日
（
再
放
送
）

に
放
送
さ
れ
ま
す
。

み
ん
な
で
笑
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き

　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
公
開
録
音
「
上

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
ラ
ジ

方
演
芸
会
」
が
収

「
上
「
上
方
上
方
演
方
演

」」
が
収収
録
さ
れ
ま
し
た

が
収

た

Ｗヤング

シンクタンク

海原さおり・しおり

横山たかし・ひろし

会場は大爆笑に

妹
尾
健
一
さ
ん(

力
万)

に
兵

庫
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
か
ら

「
家
畜
共
済
優
良
農
家
」
の
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
家
畜
共
済
に
永
年
加
入

さ
れ
て
い
る
飼
育
農
家
の
う
ち
、

管
理
な
ど
が
特
に
優
秀
で
事
故
が

極
め
て
少
な
い
農
家
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
、
妹
尾
さ
ん
の
農
場
で
は

5
頭
の
肉
用
牛
が
飼
育
さ
れ
て
お

り
、
最
近
の
３
年
間
に
は
牛
の
死

亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

妹
尾
さ
ん
は
「
表
彰
を
受
け
、

光
栄
で
す
。
今
後
も
か
わ
い
い
牛

た
ち
を
大
事
に
育
て
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

妹
尾
健
一
さ
ん
に
「
家
畜
共
済
優
良
農
家
感
謝
状
」

感謝状を手にする妹尾健一さん
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■
運
動
期
間

　

５
月
11
日
（
金
）
〜
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

の
10
日
間　

　

初
日
の
５
月
11
日
は
、「
交
通

安
全
意
識
を
高
め
る
日
」と
す
る
。

■
運
動
重
点

　

①
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
　

・
飲
酒
運
転
の
根
絶
の
た
め

　
　
　

の
環
境
づ
く
り

　
　

・
酒
類
を
提
供
す
る
飲
食
店

　
　
　

な
ど
の
運
転
者
へ
の
酒
類

　
　
　

提
供
の
自
粛

　
　

・
飲
酒
運
転
追
放
「
三
な
い

　
　
　

運
動
」
の
徹
底

　
　

・
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動

　
　
　

の
普
及　

な
ど

　

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　
　

・
自
転
車
利
用
時
の
交
通
ル

　
　
　

ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
理
解
向

　
　
　

上
と
安
全
利
用
の
促
進

　
　

・
自
転
車
の
安
全
性
の
確
保

　
　
　

な
ど　
　

　

③
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ

　
　

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
　

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　
　

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

　
　
　

ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
必

　
　
　

要
性
と
着
用
効
果
の
正
し

　
　
　

い
理
解

　
　

・
す
べ
て
の
席
に
お
け
る　

　
　
　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹

　
　
　

底　

な
ど

　

④
歩
行
中
の
安
全
行
動
の
徹
底

　
　

・
道
路
横
断
時
の
交
通
ル
ー

　
　
　

ル
・
マ
ナ
ー
の
向
上

　
　

・
夜
間
外
出
時
の
夜
光
反
射

　
　
　

材
の
活
用　

な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

佐
用
警
察
署

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
１
１
０

■
施
行
日 

    

６
月
２
日
（
土
）
か
ら

■
運
転
の
制
限 

　

大
型
免
許
を
持
っ
て
い
る
か
た

で
21
歳
未
満
、
免
許
経
歴
（
普
通

免
許
又
は
大
型
免
許
取
得
後
）
が

３
年
に
達
し
て
い
な
い
か
た
は
、

新
制
度
に
よ
る
大
型
自
動
車
を
運

転
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
既
得
権
の
保
護 

　

普
通
免
許
、
普
通
第
二
種
免
許

を
持
っ
て
い
る
か
た
は
、
新
制
度

に
な
っ
て
も
現
行
の
運
転
で
き
ま

す
。

　

普
通
自
動
車
の
範
囲
は
既
得
権

が
保
護
さ
れ
、
新
制
度
後
も
運
転

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

普
通
免
許
ま
た
は
普
通
第
二
種

免
許
を
持
っ
て
い
る
か
た
は
、「
車

両
総
重
量
８
ト
ン
未
満
に
限
る
」

の
限
定
付
き
中
型
免
許
ま
た
は
中

型
第
二
種
免
許
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

佐
用
警
察
署　

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
１
１
０

６
月
２
日
か
ら
中
型
免
許
が
新
設

　
　

新
た
な
中
型
免
許
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
す

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り

 　

現
在
郵
便
局
で
は
、「
青
い
鳥

は
が
き
」
の
無
償
提
供
し
て
い
ま

す
。

■
対
象
者

　

重
度
の
身
体
障
害
者
（
１
級
ま

た
は
２
級
の
か
た
）
及
び
重
度
の

知
的
障
害
者
（
療
育
手
帳
に
「
Ａ
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
か
た
）
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
療
育

手
帳
を
お
持
ち
の
か
た
。

■
無
償
提
供
は
が
き

　

く
ぼ
み
入
り
通
常
は
が
き

　
　
【
今
年
度
か
ら
通
常
郵
便
は

　

が
き
（
無
地
）、
も
し
く
は
通

　

常
郵
便
は
が
き
（
イ
ン
ク
ジ
ェ

　

ッ
ト
紙
）
の
選
択
可
】
を
お
一

　

人
に
つ
き
20
枚
無
料
で
提
供
。

■
無
償
提
供
期
間

　

５
月
31
日
（
木
）
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

佐
用
郵
便
局

　
　
　
　
　

☎
82
・
２
３
３
０

　
　

ま
た
は
各
郵
便
局

　
　

郵
便
局
で
は
障
が
い
者
の
人
に
、
は
が
き
を
無
償
で
提
供

「
青
い
鳥
は
が
き
」
の
無
償
提
供
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
　
　

５
月
11
日
か
ら
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

　

★
退
職
（
平
成
19
年
４
月
９
日
付
）

　
　
　
　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

◆
坂
上
晴
幸
（
下
水
道
課
課
長
補
佐
）

町
職
員
の
人
事
異
動
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救命士からの

ワンポイントアドバイス
　今回は

町内のＡＥＤ設置状況についてお知らせします

　平成１６年 7月から一般の人でもＡＥＤ（自動体外
式除細動器）が使えるようになりました。これに伴い、
徐々にですがＡＥＤの設置が進んでいます。
　４月現在、町内では下の表のとおり、２３器のＡＥ
Ｄが設置されています。３月に行われた東京マラソン
での、沿道に設置されていたＡＥＤの使用によって救
命されたランナーの事例など、多くの救命事例が報告
されています。
　みなさんも、駅、デパート、ホテルなど、人が多く
集まる場所を中心に、見かける事も多くなってきたの
ではないでしょうか。

　消防署では、このＡＥＤの使い方の講習について、
随時受け付けております。また、ＡＥＤと心肺そ生法
の手順をまとめたパンフレットを作成していますの
で、ご希望のかたはご連絡ください。

■お問い合わせ
　　消防署  救急救助課救急係　☎８２-３８７２

　

こ
れ
ま
で
お
知
ら
せ
し
て
き

た
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設

置
は
、
３
月
１
日
現
在
、
佐
用

町
内
で
は
約
４
０
０
世
帯
で
約

１
０
０
０
個
の
警
報
器
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。（
消
防
署
調
べ
）

　

電
器
店
や
ガ
ス
店
、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
、
購
入
場
所
は
い
ろ

い
ろ
で
す
が
、
最
近
「
悪
徳
訪
問

販
売
」
が
近
隣
の
市
町
で
出
没
し

て
お
り
、
高
額
な
金
額
を
要
求
さ

れ
た
り
、
偽
物
の
警
報
器
を
設
置

さ
れ
た
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
に
あ
わ
な
い

た
め
に
も
、
購
入
は
信
頼
で
き
る

販
売
店
で
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
安
全
・
安
心
の
た
め
に
少
し

で
も
早
く
警
報
器
を
設
置
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

管
理
課
予
防
係

　
　
　
　
　

☎
82
・
３
８
７
４

　
　
　
　
　

早
め
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す

も
う
設
置
さ
れ
ま
し
た
か　

住
宅
用
火
災
警
報
器

平成 19年度　全国統一防火標語　「火は見てる　あなたが離れる　その時を」
  　

春
の
農
繁
期
を
迎
え
、
田
植
え

の
準
備
で
ト
ラ
ク
タ
ー
・
田
植
機

な
ど
農
機
具
を
使
用
す
る
機
会
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
慣

れ
て
い
る
作
業
で
も
、
転
覆
や
接

触
事
故
が
起
こ
ら
な
い
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
事
故
の
な
い
こ
と
が
一

番
で
す
が
、
万
一
の
事
故
や
災
害

の
補
償
に
「
農
機
具
損
害
共
済
」

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

ご
契
約
は
新
調
達
価
格

で
、
１
台
あ
た
り
10
万
円
か
ら

１
、０
０
０
万
円
の
範
囲
（
中
古

購
入
は
、
購
入
価
格
が
限
度
）
で

加
入
で
き
、
掛
金
は
共
済
金
１
万

円
当
た
り
40
円
で
す
。

※
「
建
物
共
済
」
も
随
時
受
付
し

　

て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
業
共
済
課
☎
79
・
２
９
８
３

お
す
す
め
し
ま
す
!!   

農
機
具
の
保
険

  「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
農
機
具
損
害
共
済
」

　
　
　
　

ら
く
ら
く
負
担
で
ワ
イ
ド
な
補
償

佐用佐用町内のＡＥＤ設置施設（２3箇所）
佐用共立病院、共立記念病院、佐用中央病院、
尾崎病院、岡本医院、織田医院、佐用健康福祉事務所、
いちょう園、南光園、サンホーム三日月、
ゆう・あい・いしい、佐用高校、プラスクエア工学、
佐用町役場本庁、南光支所、三日月支所、
上月体育館、さよう文化情報センター、
ふれあい町民プール、南光地域福祉センター、
笹ヶ丘荘、西はりま天文台、朝陽ヶ丘荘

いろいろなＡＥＤ
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《
図
書
館
も
の
づ
く
り
講
座
》

　
●
日
時　

６
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
会
議
室

●
講
師　

図
書
館
職
員

●
内
容　

文
庫
本
サ
イ
ズ
の
オ
リ

　
　
　
　

ジ
ナ
ル
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー

　
　
　
　

を
作
り
ま
す
。

●
対
象　

小
学
３
年
生
か
ら
一
般

●
募
集
人
数　

先
着
10
名(

定
員

　
　
　
　
　

に
な
り
次
第
締
切
）

●
参
加
費　

２
０
０
円

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

図
書
館　

☎
82
・
０
８
７
４

●
日
時　

毎
週
土
曜
日

　
　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
対
象　

幼
児
・
小
学
生

●
そ
の
他　

申
込
不
要　

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
対
象　

５
歳
以
上
の
子
ど
も

●
５
月
の
お
は
な
し　

　
　
『
ま
め
た
ろ
う
』

●
そ
の
他　

申
込
不
要

●
日
時　

５
月
26
日(

土)

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

●
場
所　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
会
議
室

●
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も　

　
　
　
　
　
（
親
の
参
加
も
可
）

●
５
月
の
お
り
が
み　

　
　
「
桃
と
桃
太
郎
」

●
そ
の
他　

申
込
不
要

  

お
り
が
み
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　佐用郡佐用町佐用２５８５
　　　　　　　　　　佐用町立図書館
　　　　　　　　　　　　☎８２-０８７４
　　　　　　　　　　　　FAX ８２- ０３１３
　ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　toshokan@town.sayo.lg.jp
　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.toshokan.town.sayo.lg.jp

５月　May　皐月 　               ６月　June　水無月

　

子
育
て
中
の
お
か
あ
さ
ん
の

口
か
ら
一
番
多
く
出
て
く
る
の

は
こ
の
言
葉
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
「
早
く
起
き
な
さ
い
」

　
「
早
く
食
べ
な
さ
い
」

　
「
早
く
着
替
え
な
さ
い
」･･･

　

毎
朝
の
定
番
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
悲
し
い
こ
と
に
、

お
か
あ
さ
ん
の
「
早
く
、
早
く
」

の
思
い
は
、
子
ど
も
に
は
伝
わ

っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。

　

子
ど
も
に
は
子
ど
も
の
ペ
ー

ス
が
あ
っ
て
、
待
っ
て
あ
げ
な

く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
事
は

十
分
わ
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

生
活
の
中
で
実
行
す
る
の
は
な

か
な
か
難
し
い
こ
と
の
よ
う
で

す
。

　

子
ど
も
へ
の
伝
え
方
を
ち
ょ

っ
と
工
夫
す
る
こ
と
で
「
早
く
」

を
連
発
せ
ず
に
す
む
の
な
ら
こ

ん
な
よ
い
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。　

　

マ
マ
プ
ラ
ザ
で
は
、「
お
か
あ

さ
ん
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
わ
か
ら
な

い
よ
」
と
題
し
て
、
子
ど
も
へ

の
伝
え
方､

叱
り
方
に
つ
い
て

の
子
育
て
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

子
育
て
仲
間
と
一
緒
に
参
加

体
験
し
な
が
ら
、
人
に
伝
え
る

こ
と
の
難
し
さ
と
面
白
さ
を
学

び
ま
し
ょ
う
。
親
子
で
楽
し
め

ま
す
の
で
子
ど
も
さ
ん
と
一
緒

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ
）

★
お
問
い
合
わ
せ

　

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　
　

   

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　

 　

  

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

　 

５
月
の
巡
回
日
は

　
　
　
　
　

19
日(

土
）
で
す
。

―  子育て講演会  ―
「おかあさん、それじゃあわからないよ」
■とき　５月２３日（水）午前１０時～
■ところ　南光文化センター　大ホール
■講師　山崎清治さん（生涯学習サポート兵庫）

お待ちしています

お気に入りの本にどうぞ
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●大人向けの本
　ビル・ゲイツ、北京に立つ　-天才科学者たちの最先端
　　　テクノロジー競争　
　　   ロバート・ブーデリ／著　日本経済新聞出版社
　<スピリチュアル>はなぜ流行るのか
　　　　　　　　　   磯村健太郎／著　ＰＨＰ研究所
　おとなの進路教室。　
　　　　　　　　   山田ズーニー／著　河出書房新社
　近衛文麿「黙」して死す　-すりかえられた戦争責任
　　　　　　　　　　　　　　   鳥居民／著　草思社
　関西・中部家族で遊ぶ５５０スポット   成美堂出版
　アフリカにょろり旅　　　　   青山潤／著　講談社
　それってどうなの主義　   斎藤美奈子／著　白水社
　プラネットアース
　   アラステア・フォザギル／著　日本放送出版協会
　動画共有サイト完全攻略術　
　　　-YouTubeGoogleVideo Stage6 FILEMAN
　　　　　　　　　　　　   ＩＯ編集部／編　工学社
　フェルト１枚で作るおとぎの国のきせかえ人形
　　　　　　　　　　　　　   福元淑子／著　新風舎

　
　超地域密着マーケティングのススメ
　   平岡智秀／著　クロスメディア・パブリッシング
　吉本興業、カネの成る木の作り方　
　　　　　　　　　　　　　   大下英治／著　講談社
　不動心　　　　　　　　　   松井秀喜／著　新潮社
　わが人生の歌がたり　－昭和の哀歓　
　　　　　　　　　　　　   五木寛之／著　角川書店
　オバハン流旅のつくり方　
　　　　　　　　　   吉永みち子／著　中央公論新社
　ジェネリック　　　　　　   麻野涼／著　徳間書店
▲月島慕情　　　　　　　   浅田次郎／著　文芸春秋
　密室殺人ゲーム王手飛車取り　
　　　　　　　　　　　　　   歌野晶午／著　講談社
■朝日のようにさわやかに　　   恩田陸／著　新潮社
　大きな熊が来る前に、おやすみ。　
　　　　　　　　　　　　　   島本理生／著　新潮社
★桂昌院藤原宗子　　　　   竹田真砂子／著　集英社
　十津川警部幻想の天橋立   西村京太郎／著　集英社
　陪審法廷　　　　　　　　　   楡周平／著　講談社
　まんまこと　　　　　　　   畠中恵／著　文芸春秋
★西遊記　上巻 　　　  　平岩弓枝／著　毎日新聞社
　離婚美人　　　　　　   藤本ひとみ／著　文芸春秋
　家計簿の中の昭和　　　   沢地久枝／著　文芸春秋
　もしもし、運命の人ですか。　
　　　　　　　   穂村弘／著　メディアファクトリー
　テンプル騎士団の遺産　上・下巻　
　　　   スティーブ・ベリー／著　エンターブレイン

▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光図書
室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

H19. ３.21 ～ H19. ４.20 受け入れ分の一部

        　

認
知
症
は
病
気
の
一
つ
で
す
。

　

や
は
り
、
他
の
病
気
と
同
じ
よ

う
に
、「
早
期
発
見
・
早
期
治
療
」

が
大
切
で
す
。

　

認
知
症
の
種
類
に
も
よ
り
ま
す

が
、
薬
物
療
法
に
よ
っ
て
症
状
の

進
行
を
遅
ら
せ
る
効
果
が
期
待
で

き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

は
、
認
知
症
の
タ
イ
プ
を
診
断
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
治
療
が
可
能

か
ど
う
か
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
り
、
家
族
や
周
囲
の
対

応
に
よ
っ
て
、
症
状
が
落
ち
着
き

安
定
し
た
生
活
が
送
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

家
族
な
ど
が
認
知
症
で
「
ど
う

対
応
し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な

い
」
と
か
、「
な
ん
か
、
お
か
し

い
」
と
思
わ
れ
た
と
き
や
、
一
人

暮
ら
し
の
か
た
や
高
齢
者
ご
本
人

に
は
、
自
覚
で
き
な
い
こ
と
が
多

い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、

近
所
の
か
た
や
ご
家
族
に
連
絡
を

と
っ
た
り
、
民
生
委
員
さ
ん
、
ま

た
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

　

認
知
症
が
あ
る
か
た
を
閉
じ
込

め
た
り
、
言
動
を
禁
止
し
た
り
、

怒
っ
た
り
、
否
定
し
た
り
す
る
こ

と
は
、
症
状
を
更
に
悪
化
さ
せ
ま

す
。
そ
れ
が
、
更
に
家
族
の
負
担

を
重
く
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が

り
、
悪
循
環
に
陥
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

６
月
か
ら「
も
の
忘
れ
健
康
相
談
」

　
　
　
　
　
　

を
始
め
ま
す

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

６
月
か
ら
偶
数
月
の
第
４
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
４
時（
予
約
制
）

■
と
き

　

第
１
回
目　

６
月
27
日
（
水
）

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
実
施
場
所

　

佐
用
町
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

■
担
当
医

　

県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
西
播
磨
病
院

　

ま
た
は
、

　

県
立
姫
路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

神
経
内
科
医

■
相
談
内
容

　

認
知
症
を
は
じ
め
と
し
た
高
齢

者
の
精
神
保
健
福
祉
相
談
（
個
別

面
接
相
談
）。
ご
本
人
が
来
ら
れ

な
い
場
合
に
は
、
ご
家
族
の
か
た

だ
け
で
も
結
構
で
す
。

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
87
・
８
０
２
０

■
佐
用
健
康
福
祉
事
務
所
で
も

「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

   

認
知
症
予
防
の
可
能
性
Ⅳ
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南光歯科保健センター
◆受　付　土・日・祭日を除くいずれも午前
　　　　　  ８時３０分から午後５時まで
◆診察日　毎週木曜日と金曜日午前９時
　　　　　 から午後５時まで
◆歯科衛生指導日　
　土・日・祭日を除く午前９時から午後５時
　佐用町下徳久 1005 番地 1（南光文化センター内）
　　　　　☎７８-１１８０（いい歯を）

　
　
　
　子どもに与えがちなくだものジュース。
　果汁３０％ならともかく、１００％なら体にも良
さそう・・・と、ついつい飲ませやすいものです。
　しかし、くだものジュースは肥満に結びつく可能
性が高いことが分かってきました。肥満だけでなく、
多量摂取は、下痢やむし歯の原因にもなりやすいの
で十分気をつけましょう。

くだものジュースを与えるポイント
（米国医学研究所および米国小児科学会の勧告より）
①生後６か月まではジュースを離乳食に含めない。
②持ち運びできるボトルは、１日中ジュースが飲め
　るので用いない。
③就寝時にもジュースを与えない。
④１日のジュース摂取量は
　　１～　６歳　120 ～ 180ml 以内
　　７～１８歳　240 ～ 360ml 以内

⑤くだものの摂取量をみたすには、ジュースではな
く、くだものを与える。
　離乳食の開始前に、ス
プーンをならすために飲
ませるものは、白湯や薄
めたお茶にしましょう。
　くだものジュースに限
らず、野菜ジュースも果
汁が入っていたり、砂糖
とは別の糖分が加えてあ
ったりします。イオン飲
料なども飲み過ぎるとエ
ネルギー過剰につながり
ます。
　また、子どもに限らず大人にも言えるので、多量
摂取は十分気をつけましょう。
　　(2007.3.25　神戸新聞記載の記事を一部参考にしています )

★献血のお願い★

     
 　  9:30 ～ 12:00　役場本庁
　 13:00 ～ 15:30　役場本庁

   
　   9:30 ～ 10:30　町消防署
 　12:00 ～ 13:00　佐用グローリー㈱
 　13:45 ～ 15:30　佐用共立病院
■お問い合わせ　
　　　健康課　　☎８７-８０２０

子どもの肥満　くだものジュースも影響 !?

　朝陽ケ丘荘では、昨年の７月１日から「認知症対応型デイサービ
ス」を行っていますが、みなさまのご要望にお応えして、４月１日
からは日曜日も開設しています。

■目的　認知症の高齢者のかたが、住み慣れ
　　　　た地域で、家族と共に安定した日常
　　　　生活が送れるよう、一人ひとりに適
　　　　した介護を提供することを目的とし
　　　　ています。
■特色　訓練されたセラピードッグとのかかわりや、おやつ作り、
　　　　生活リハビリなどを通じて利用されるかたの「できるこ　
　　　　と」、「生きがい」を見つめ援助します。
　　　　また、理学療法士、作業療法士による機能訓練などを実施
　　　　します。
■対象　中度以上の認知症があり、要介護認定を受けておられるかた
■ご利用日　毎日（12 月 29 日～１月３日を除く）
　　　　　　午前９時 30 分～午後４時
■お問い合わせ　兵庫県社会福祉事業団朝陽ケ丘荘支援課
　　　　　　　　　☎８３-２００８　FAX ８３- ２０３５

朝陽ケ丘荘では毎日「認知症対応型デイサービス」を開設

日曜日もご利用いただけます

５月１７日（木）

５月３１日（木）
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　これから気温や湿度が高くなってきます。
　この季節になると、完治していない「水虫」が悪
化し、再びかゆみなどに悩まされることがあります。
　１９９９年度と２０００年度調査では足の病気で
最も多かったのは「水虫」で、全体の4割を占めていて、
日本人の 5人に 1人は水虫にかかっていると推測さ
れています。
　また、「水虫」といえば、男性に多いといわれてい
ましたが、最近では若い女性にも増えていると報告
されています。さらに、子供にもうつります。
　「水虫」は、治ったと思っても再発することの多い
病気です。せっかく治ったのに、また再発してしまっ
たなどということがないように、再感染予防を目指
し、かかっていないかたは予防をしていきましょう。
　それでは、「水虫」を予防、再感染を防いでいくに
はどのようにしていけばよいのでしょうか。
　「水虫」の予防は、何より乾燥させること、清潔に

することが大切です。
具体的には、次のことに気をつけましょう。
・毎日足をよく洗う。足の指の間を石けんでやさしく
　洗う（ごしごしこすって皮膚の角質層に傷を付け
　ると、逆に水虫になりやすくなってしまいます）。
・通気性のよい靴、吸湿性のよい靴下を履く。
・同じ靴を毎日履かない。その日履いた靴は、翌日は
　履かずによく乾燥させる。
・爪切りは、自分専用のものを使う。
・スリッパを他の人と共用しない。
・家庭内で注意が必要なのがバスマット（足ふきマッ
　ト）。まめに洗い、乾燥させる。

　「水虫」の正しい知識をもっ
て、しっかり対策していきま
しょう。

赤ちゃんとママの行事佐用健康福祉事務所

　５月行事カレンダー
●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　８日（火）13:30 ～ 15:30
●アルコール相談
　　10 日（木）13:30 ～ 15:30
●専門的栄養相談（要予約）
　　15 日（火）10:00 ～ 11:30
●こころのケア相談（要予約）
　　17 日（木）14:00 ～ 17:00　
●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　24 日（木）13:30 ～ 15:30
●あさぎり家族会 ( 精神障害者家族会 )　　
　　31 日（木）13:30 ～ 16:00　
　※いずれも場所は佐用健康福祉事務所
■お問い合わせ　
　　佐用健康福祉事務所　　☎８２-２６２１

★すくすく健康相談
　　　（平成 18 年 11 月生まれ）
　　５月１１日（金）13：30 ～

★３歳児健診
（平成 16年 3月～平成 16 年 4月生まれ）
　　５月１６日（水）13：00 ～

★ヨチヨチ健康相談（平成 18年 5月生まれ）
　　５月１８日（金）13：30 ～

★４カ月児健診（平成 19年 1月生まれ）
　　５月２８日（月）13：30 ～

★ぱくぱく離乳食教室
　　　　　　（すくすく健康相談後～１歳５カ月未満）
　　６月１日（金）10：00 ～

★０歳児クラス（２カ月～１歳未満）
　　６月４日（月）10：00 ～

　※いずれも場所は上月保健福祉センター

   水虫対策と予防 !!
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　４月２２日、あいにくの雨模様となりま
したが、今年も佐用町に６４台のクラシッ
クカーがやってきました。
　これは、神戸のクラッシックークラブが
「春のクラシックパレード」として開催し
ているもので、神戸から岡山の間に７箇所
のチェックポイントを設けて、各チェック
ポイントである訪問地で観光をはじめ、地
域の人々との交流を行うものです。
　チェックポイントの一つとなった佐用町
も商工会青年部をはじめとして、イベント
を盛り上げました。
　この日、歩行者天国となった佐用商店街
では、自動車や特産品の祭典として、カバ
の形の自動車をはじめ、
人力車、屋台風移動販売
車、佐用高校バザー、商
店街協力バザー、佐用町
特産バザーなど盛りだく
さんのイベントとなりま
した。

世界の名車」がやってきた　―ポンテ・ペルレ in 佐用―

明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

　４月２２日にスピカホールで、中国民族楽器によ
る「アンサンブル華夏スペシャルコンサート」が開
催されました。
　二胡、中国笛、楊琴や、世界に数台しかない低胡
などの中国伝統楽器も紹介され、約１００人の観客
は中国に伝わる楽曲や日本の名曲の演奏を楽しみま
した。
　１０月には、さよう文化情報センターで中国南京
民族楽団の演奏会も予定されています。

中国民族楽器の音色に癒されました　　 －アンサンブル華夏スペシャルコンサート－

威風堂々のクラシックカーパレード

「カバの宣伝カー」も登場

子どもたちも興味津々

わーい　僕たちの車だーい屋台風移動販売車がイベントを盛り上げますエアバッグ体験キャラクターも大集合

中国民族楽器の音色もいいものです
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　4月 12 日、三日月小学校で、町ボランティア連絡会三日月
支部による「子どもの見守り人形劇」が被露されました。
　これは、児童たちが交通安全に気をつけて、登下校しても
らおうと行われたものです。
　児童全員が体育館に集まり、ボランティアのみなさんによ
る手作りの人形劇を、楽しそうに見ていました。
　最後に、６年生の中本実紀さんが、児童を代表して「あり
がとうございました。登下校の時には、この人形劇を思い出
します」と、お礼を言いました。
　また、ボランティアのみなさんは「子どもたちに喜んでも
らえてうれしい。これを機会に、少しでも子どもたちが安全
に登下校してもらえれば」と話してくれました。
　児童たちは人形劇を見た後、新入生の歓迎遠足に出かけました。

安全な登下校の呼びかけを　　 －三日月小学校で人形劇－

　３月２３日に有限会社佐用自動車整備工場（小林一三代表
取締役社長）が、町に介助用車いす５脚を贈呈されました。
　同社の介護・福祉担当の蔭山小百合さんは、「当社の小林
社長は、日ごろから地域のみなさんに、なにか貢献できれば
と考えていて、今回、会社設立５５周年を記念して車いすを
贈呈しました。お役に立てれば大変うれしいと話しています」
と話されました。
　車いすは、町内の公共施設などに配置され、施設利用者に
自由に使用していただくことになっています。

介助用車いす５脚を寄贈　　　　　　－ ( 有 ) 佐用自動車整備工場－

人形劇を真剣に見つめる児童たち

福祉課長へ目録の贈呈

　上月連合老人クラブ（大下一之会長）では、高齢者の
交通被害者を減らそうと、３月２８日に上月文化会館大
ホールで交通安全講習会を開催しました。
　高齢者の交通事故防止、特に横断中の事故防止を目的
として、県下各地を巡回指導している兵庫県警高齢者交
通安全教育隊（スタウス隊）によって、近畿圏内で唯一
の大画面を使った「高齢歩行者教育システム」で、高齢
者の横断歩行時の危険性を講習しました。
　参加した２６０人の老人クラブ会員のみなさんは、横
断歩行時の過信や夜間のウォーキング時の危険性などを
熱心に聞き入っていました。

高齢者の事故をなくそうと交通安全講習会　　　―上月連合老人クラブ―　

熱心に聞き入る参加者
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■職種
　行政事務・税務・機械・土　木・
林業　
■受験資格
　昭和 61 年４月２日～
　平成２年４月１日生まれの者
■申込受付期間
　６月 26 日 ( 火 ) ～
　７月３日 ( 火 )
■第１次試験日
　９月９日（日）
■試験地
　京都市、福知山市、大阪市、　神
戸市、奈良市、和歌山市、　田辺市
■お問い合わせ
　人事院近畿事務局
　〒５５３-８５１３
　大阪市福島区１-１-60
　☎０６- ４７９６- ２１９１
　☎ ０６- ４７９６- ２１９９
 　 (24 時間テレホンサービス )
　http://www.jinji.go.jp/kinki/

■試験区分（募集が見込まれる）
　試験日程Ａ
　　行政事務、税務、機械、土木、林業
　試験日程Ｂ
　　皇宮護衛官、刑務官Ａ ( 男子 )、
　　刑務官 ( 女子 )、入国警備官
■受験資格
　昭和 42 年４月２日～
　昭和 53 年４月１日生まれの者
■申込受付期間
　６月 26 日 ( 火 ) ～７月３日 ( 火 )
■採用予定数等
　全区分合計で１００人程度
■採用予定日
　採用はおおむね平成 20 年４月１
日になります。
■試験日程
　試験日程Ａ
　　第１ステージ　９月９日 ( 日 )
　試験日程Ｂ
　　第１ステージ　９月９日 ( 日 )
■お問い合わせ
　人事院近畿事務局
　〒５５３-８５１３
　大阪市福島区１-１-60
　☎０６- ４７９６- ２１９１

４月 20 日現在（　）内は前月比

人　口　２１，２２９人（－９３）
　　　　　男 １０，１２７人   （－４６）
　　　　　女 １１，１０２人   （－４７）

　世帯数　　７，３４６戸（－　８）

　４月中の移動
      出生 　　７人　死亡 　２９人
      転入 　５４人　転出 １２５人

お誕生おめでとう
３月 21 日から４月 20 日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます

５月７日～６月 5日

人のうごき平成 19 年度
国家公務員採用Ⅲ種試験

３月 21 日から４月 20 日届出分　敬称略

月
日
曜
日 内        　容 　　　場　　　所 時　　間

8 火
特設人権・登記相談所

南光文化センター
13：00 ～ 16：00

9 水
役場第２庁舎

福祉相談 三日月福祉拠点施設 13：30 ～ 16：00

10 木
高年大学南光教室 南光文化センター 10：30 ～

特設人権・登記相談所
三日月文化センター

13：00 ～ 16：00
11 金 役場上月支所
12 土 南光坊南光亭 南光坊瑠璃寺 18：30 ～
13 日 上月城まつり 上月城跡・上月歴史資料館 9：00 ～

14 月 さわやかトーク（町長広聴会）
三日月支所 10：00 ～ 12：00
上月支所 13：30 ～ 16：00

15 火 高年大学三日月教室 三日月文化センター 10：00 ～

16 水

高年大学上月教室 上月文化会館 10：00 ～

行政相談

役場本庁舎２階相談室

13：00 ～ 15：00
役場上月支所１階相談室
南光文化センター会議室
三日月文化センター

17 木 高年大学佐用教室 さよう文化情報センター 10：00 ～
25 金 弁護士相談 久崎老人福祉センター 13：00 ～ 15：30

国家公務員
中途採用者選考試験
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　文部科学省所管の財団法人国際青
少年研修協会では、体験を通して、
お互いの理解や交流を深め、国際性
を養うことを目的に参加者を募集し
ます。
■内容
　ホームステイ、ボランティア、学

校体験、英語研修、地域見学など
■派遣先
米国・英国・豪州・カナダ・シン
ガポール・サイパン・カンボジア
シンガポール・サイパン・カンボ
ジア・フィジー・韓国・中国
■対象
小３～高３までのかた
■参加費
１６．５～４９．８万円
（共通経費は別途）　
■お問い合わせ
　㈶国際青少年研修協会
　　☎☎０３-３３５９- ８４２１

　豪華客船を使った海外クルーズ
で、三世代交流、国際理解、国際交
流等を図り、広大な国土に悠久の歴
史・文化が息づく中国とエネルギッ
シュなベトナムを訪れ、個人旅行で
は体験できない兵庫県と広東省との
友好提携２５周年記念式典に参加い
ただけます。
■実施期間
 ９月 14 日 ( 金 ) ～ 23 日 ( 日）　
　　　　　　　　　　１０日間
■訪問地
 中華人民共和国・ベトナム社会
 主義共和国    《６コース設定》
■募集定員
 ３５０名
《コースにより５０～６０名》
■参加費用
 １５９，０００円より
《コース・船室により異なる》
■申込期限
８月１７日（金）
《定員になり次第締切》
■お問合せ
　財団法人兵庫県青少年本部
交流担当
    ☎０７８- ３６０- ８５８１
    株式会社日本旅行　神戸支店
 ☎０１２０－７１－２８２５

　兵庫県では、兵庫県青年洋上大学
に参加する学生や社会人を募集して
います。
■実施期間
９月１４日(金 )～
　　２３日(日 )１０日間
■応募資格
兵庫県内に在住・在勤・在学で 

　概ね２０歳から３５歳のかた
■訪問地
　 中華人民共和国
　（香港、広州、上海）
■募集人数
　 １００名（選考）
■参加費用
　 １３８，０００円
　（参加費用２７６，０００円のうち
　  半額を兵庫県が負担）
   （別途、事前、事後研修会費など
　 必要）
■申込方法
　 所定の申込用紙を期限までに提
　 出してください。
■申込期限
　 ６月２９日（金）
■お問い合わせ
財団法人兵庫県青少年本部交流担当
   　　☎０７８- ３６０- ８５８１

　県内の自治会・高齢者・女性など
の団体・グループを対象に淡路夢舞
台で環境学習の機会を提供し、環境
立島「公園島淡路」を多くのかたが
たに体験していただくバスの支援事
業を実施します。
■募集期間
　４月２日（月）～６月２９日（金）
■助成内容
　参加者20人以上で、バス１台につき
①バス借上げ料の半額（上限５万円）
②温室等の入館料の半額
③明石海峡大橋通行料の一部(定額)
■お問い合わせ・申請
　（財）淡路花博記念事業協会
　　☎０７９９-７５- ２１００

　県下の公共団体、関連団体、民間
企業が管理する公園・庭園などで一
般公開されている緑化施設に、樹木
医を派遣し、樹木の維持管理方法に
ついて指導助言を行います。
■募集期限
　７月３１日（火）
■派遣回数
　事前調査１回、現地指導原則１回
■費用
　当協会が負担
■お問い合わせ・お申し込み
　( 財 ) 淡路花博記念事業協会業務
　部記念事業推進課
　　　☎０７９９-７５- ２１００

佐用町役場 ( 代表）　      ☎  82-2521
FAX 82-0131

総務課　　　　　　　　☎ 82-2549
福祉課　　　　　　　　☎ 82-0661
生涯学習課　　　　　　☎ 82-3336
まちづくり課　　　　　☎ 82-0664
上月体育館　　　　　　☎ 86-0441
農業共済課　　　　　　☎ 79-2983
消防署救急救助課　　　☎ 82-3874
佐用クリーンセンター　☎ 82-0293
町農業委員会　　　　　☎ 82-0667
教育委員会　　　　　　☎ 82-2424
佐用警察署　　　　　　☎ 82-0110
佐用郵便局　　　　　　☎ 82-2330

５月３１日（木）です

 軽自動車税の
納期限日は

「ひょうご県民交流の船」
参加者募集

平成１９年度兵庫県青年
洋上大学　参加者募集

「淡路島環境学習バス」事業
前期募集

―  今月の納税相談日   ５月２８日（月）―
受付時間：午前 8時 30 分～午後 5時
受付場所：役場第１庁舎　税務課
災害・盗難・疾病・失業や廃業など

によって納期限までに町税が納められ
ない場合は、納税相談に応じます。
■お問い合わせ
　　税務課収納係☎８２-０６６２

「樹木医派遣」事業
助成施設の募集

小～高校生のための夏休み
海外派遣　参加者募集
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「超世紀の瞬間：冥王星は準惑星」
　昨年の広報さよう１０月
号で、冥王星が惑星でなく
なったことを紹介しました。
その後、冥王星の仲間たちを
どう日本語で呼ぶか話し合
いが持たれました。そして、
その仲間を「準惑星」と呼ぶ
ことが決まりました。人類
は有志以前に惑星を知って
いました。１８５０年には、
望遠鏡で発見された小さな
惑星たちに小惑星という名
前を付けました。そして、今回の準惑星。私たちは天文
学発展の歴史的瞬間に生きたことになるのです。
　２００７年に準惑星と決めたと、未来永劫伝えられる
のです。 
 　西はりま天文台公園
　　　　　　天文教育係長兼主任研究員　時政典孝 

 天文クイズ
　　次のうち惑星でないものはどれ？
　　　(1)　月　　 (2)　地球　　 (3)　木星
　　先月号のクイズの答え
　　　（3）ガニマタ

　いつも元気いっぱいで、お外が大好きなやんちゃ２
人組です。声の大きなお姉ちゃんに泣かされてばっか
りだったけど、少しずつ仲良く遊べるようになってき
たね。
　これからもお友達やおばあちゃんと、お外でいっぱ
い遊ぼうね。　　　　　　　　　　　パパとママより

編集・発行 /佐用町役場　広報委員会　〒679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1  ☎ 0790-82-2521( 代 )
上月支所：  ☎ 0790-86-0331( 代 )　FAX.0790-86-0793
南光支所：  ☎ 0790-78-0101( 代 )　FAX.0790-78-1225　
三日月支所：  ☎ 0790-79-2001( 代 )　FAX.0790-79-3633

FAX0790-82-0131

●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.sayo.lg.jp　● E ﾒｰﾙ machizukuri@town.sayo.lg.jp

【応募方法】はがきまたはFAX・ﾒｰﾙで住所、氏名、年齢、電話番号、
答えを記入し役場まちづくり課まで送ってください。正解者のなかか
ら抽選で３人のかたに景品を送ります。なお、発表は景品の発送をもっ
て当選者のかたにお知らせします。

明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

まちは春の花でいっぱい

  

神 

原  

花 

名 

子 

  

神 

原  

良 

晴 

チューリップほか（家内）

　桜（久保）

チューリップ（三日月藩乃井野陣屋館）

　かたくり（弦谷）

もくれん（中上月）

　　ハッブル宇宙望遠鏡で撮影し
　　た冥王星。まだ冥王星には探
　　査機が行っていません。

　地域のいろいろなかたのお世話によって、町内各地
で美しい花々が満開となり、たくさんの人々の目を楽
しませ、春の訪れを知らせてくれました。


